
投光器 学習版 

国 労 東 海 貨 物 協 議 会 

2013 年 5 月 25 日 №34 

発行責任者 鈴木 和巳 

 

    

 

    

本来本来本来本来ならならならなら全全全全てのてのてのての労働組合労働組合労働組合労働組合がががが共同共同共同共同でででで反対反対反対反対をををを訴訴訴訴えるべきですえるべきですえるべきですえるべきです！！！！    

 国労の「賃金抑制反対」の情報に各地の貨物労組からも反対の声が上がってき

ました。東海の地でも貨物労組が各地で集会を開催し「賃金抑制反対」を組合員

に宣伝している模様です。しかしながら貨物労組の情報には首をかしげるような

情報も多く、他労組の批判をする訳ではありませんが、事実を知るためには時系

列でこの問題を見る必要があります。 

 ことの発端は、３月１１日における事業計画の経協時に賃金抑制に関する話が会社から出され、

１９日には本社・支社での現場長を含む幹部への社長訓示、更には新規採用者への手紙など、これ

らの情報を国労が掴み、国労として会社に対し４月２日に緊急申し入れを実施してきました。 

３月の時点では貨物労組の北海道地区を中心に反対意見が出ていましたが、その他地域では何ら

声が上がっていません。当然のことながら貨物労組本部は「賃金抑制計画」を把握していることは

間違いない訳です。何故直ぐに反対を表明しなかったのか不思議ではないですか？  

国労に計画を暴露され、慌てて「賃金抑制反対の姿勢」に転換してきたとしか考えられません。 

 

「「「「期末手当期末手当期末手当期末手当はははは生活給生活給生活給生活給であるであるであるである」」」」実態実態実態実態をををを会社会社会社会社にににに訴訴訴訴えようえようえようえよう！！！！    

 国労は５月１５日に貨物会社に対し「２０１３年度夏季手当」について申し入れを実施しました。

基準内賃金の３．０ヶ月分は社員の切実な要求であり、生活実態アンケートの結果からも厳しい貨

物社員の生活実態が伺われます。１４年連続のベアゼロ、ＪＲ内最低の期末手当により確実に貨物

社員の生活は疲弊しています。他ＪＲと貨物会社との２６年間の期末手当の累積格差は２４年度の

年末手当までで、東日本会社とは４０．１２５ヶ月です。経営安定基金を受けて

いる三島会社においてもＪＲ北海道とは１８．３０５ヶ月、ＪＲ四国とは１９．

０３ヶ月、ＪＲ九州とは２６．０９ヶ月と驚愕の格差になっています。 

分割民営化が招いた枠組みにより貨物会社社員と家族に賃金抑制を強いて厳

しい生活にさせていることが良くわかる数字です。 
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